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はじめに

アメリカの高等教育機関が1970年代後半から急激な学生人口減少期をむかえた
際に，非伝統的学生である成人学生を大量に受け入れることによって経営危機を
乗り越えてきたことは，よく知られている（!'・従来，成人学生受け入れ機関と
してのアメリカの高等教育機関に関する研究としては，主に大学学部へのパート
タイム学生受け入れ制度，プロフェッショナル・スクール{２１を中心とした大学
院への社会人の受け入れ制度，成人学習受け入れ機関としてのコミュニティ・カ
レッジの研究に関心が向けられてきた(3)。上記以外の成人学生の高等教育機関
への受け入れとして４年制大学の継続教育部門への成人の参加がある。大学の継
続教育部門への成人の参加は，エクステンションやContinuingHigherEducation
と呼ばれ，学生数が急速に増加している部門である。しかしながら大学の継続教
育部門の社会的機能，位置づけに関する研究がほとんどない“!。また，大学の
継続教育はしばしば生涯教育，成人教育と同様に取り扱われ，混乱を招いている。
アメリカの継続高等教育部門は，そのカリキュラムの多様性と学生のニーズへ
の迅速な対応から見た場合の「日本のカルチャー・スクール的性格｣，職業関連
教育の充実から見た場合の「企業外研修機関的性格｣，そして地域社会へのサー
ビスから見た場合の「日本の大学の公開講座的性格」という三面をあわせたユ
ニークな学習継続教育機関である。現在，エクステンション・プログラムを開設
する日本の大学も増加しており，先駆者であるアメリカの継続高等教育を紹介す
ることは今後の参考になるのではないかと考える。
こうした点を踏まえて，本稿の目的は，継続高等教育の代表例であるUCLA
（カリフォルニア大学ロサンゼルス校）エクステンションの事例分析を行なうこ
とにより継続高等教育の社会的機能，すなわち職業人に対する再教育機会と地域
社会へのサービス提供という機能を明らかにするものである。本稿では以下に



１２４諸外国の生涯教育
従ってすすめていくことにする。
まず第一に，アメリカでの継続高等教育の歴史と現状を紹介する。第二に，継

続高等教育機関の代表的事例であるUCLAエクステンション・プログラムの事
例を通して，その発展段階，組織の特徴，プログラム内容，学生の属性を明らか
にする。事例分析に関しては,UCLAエクステンション副学部長，継続教育カ
リキュラム担当者，マーケティング担当者との面接調査，内部資料，過去のカタ
ログ分析をもとに行なう。第三に，上記の分析をもとに，総合大学を中心とした
継続高等教育機関の社会での役割と機能，ならびに今後の課題を考察してみたい。

1．アメリカにおける継続高等教育の歴史と現状

アメリカの高等教育はハーバード・カレッジが1636年に創立されて以来，拡大
し続けてきた'51．当初アメリカの高等教育は少数のエリートを対象とした教養
教育を提供する高等教育機関として機能してきたが,1862年の「モリル法」を契
機に，州政府から土地の付与を受けた州立大学（ランド・グラント大学）の出現に
よって，大学に公共へのサービスという概念が普及，定着するようになった(‘1．
農業，工業を中心とした住民への職業教育が盛んに行なわれ，地域サービスと
しての大学の継続教育部門の役割が拡大され,20世紀初頭には公共へのサービス
の概念として，周辺住民への職業教育が一つの機能として確立した(7)。
したがってこの1862年のモリル法以後，アメリカの大学において「研究｣，
「教育」に続く第三番目の使命として「地域社会へのサービス」が確立した。第
一の使命である研究は高度な学問研究，第二の教育的使命は学内学生の教育であ
り，第三の使命はこうした学問研究，学生の教育を地域社会へ開放することであ
る。地域社会への開放といった第三の使命の確立が継続教育部門の発展に大いに
関与しているといえる。現在でもこうした地域サービス中心の継続教育は中西部
を中心とした州立大学で主に展開されているが，アメリカ全体を見ても研究大学
やリベラル・アーツを中心とする大学でもこの第三の使命をはたすべく継続教育
部門を設立し継続教育を周辺住民に提供することによって，地域社会へのサービ
スを実施している。
こうした「地域社会へのサービス」機能に加えて，現在では，大学の継続教育

部門は継続職業教育カリキュラムを充実させている。その背景には次のような事
情がある。
アメリカでは，州の多くが専門職にたいして，職業資格を取得した際，あるい
は免許更新の際に，継続高等教育機関を通じて一定期間の新規教育訓練プログラ
ムや再教育訓練プログラムを修了の義務づけを実施している。例えば，1993年時
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点で49州が公認会計士(CPA)の継続教育を義務づけている。その他にも,46
州が薬剤師，４４州が不動産売買取扱者，３７州が弁護士にそれぞれ継続教育を義務
づけている(8)など，継続職業教育が専門職の資格維持と新知識の確保に果たす
役割は不可欠である。また，教員資格を取得せずに学部を卒業した学生のための
パートタイム制教職資格特別プログラムは，４５州でこの継続高等教育部門におい
て実施されている。同時に多くの企業が従業員の再教育の場として大学の継続高
等教育プログラムを利用しているという事情も存在する。
こうした専門職の免許を更新したり，企業からの所定の企業外研修としての継

続教育の価値を示すために標準化されて作られたものが，継続教育単位(Conti
nuingEducationUnit :CEU)である。CEUはクォーター制ではｌ単位が10
時間に標準化されている。CEUはノンクレジット（単位のつかない）コースに
対して授与されており，大学の正規の学位取得に認定される単位ではない。CE
Ｕは継続高等教育機関だけでなく全米のあらゆる継続教育機関を通じて授与され，
全米で通用する継続教育単位として認定されている。

2．継続高等教育プログラムの態様

継続高等教育プログラムは，さまざまな規模の高等教育機関で運営されており
プログラムの規模も多様である。ここでは,NYU(ニューヨーク私立大学）と
ともに，全米を代表する継続高等教育プログラムを提供しているUCLAエクス
テンション・プログラムの事例分析を行なうことにする。UCLAは先程述べた
ランド・グラント大学（土地付与大学）を基盤とする大型州立大学システムの一
校である。カリフォルニア大学システム（以下UCシステムと呼ぶ）はサンフラ
ンシスコ校外にあるバークレー校に本部を置き，９つの分校を持っている。UC
LAは優れた研究機能，大規模な学部プログラム，研究者養成型大学院プログラ
ム，そして強力なプロフェッショナル・スクールを持つ大型総合大学で，バーク
レー校とともにUCシステムのなかの有力校の一つである。UCシステム全体の
継続高等教育部門(UCではエクステンションという名称で呼んでいる）は，現
在年間13,000コースを提供，延べ40万人が受講しており，全米で最大規模の多様
なプログラムを提供している。そのなかでもUCLAエクステンションは質，量
ともに最大の継続高等教育機関である。

2 - 1 . U C L Aエクステンションの概要
UCLAは1917年に初めてのエクステンションの講座を開き，

を開放した。学内での地位，他学部からの評価に関して見ると，
周辺住民に大学
エクステンショ
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ンの専任ディーンが①他学部ディーンと政策や組織運営の意志決定に関して全く
同等な権限を与えられ，②アカデミック・セネット（中央教授会）に参加資格を
与えられている。③これにより，他学部との積極的な共同プログラムの企画，他
学部への補完的なプログラムの開発などが可能になっている。年間予算規模は
1993年度で3,143万ドルであった。1960年代初期までは，その年間予算の内の４
分の１を州からの補助金によってまかなっていたが,1970年までに補助金Ｏを達
成し，現在も州からの公的援助は受けていない。UC総長デービッド・ガード
ナーが1991年のエクステンション100年記念を迎えた際に,｢UC全体のエクス
テンションはカリフォルニア住民に質の高い内容の継続教育の機会を提供してお
り，将来ますますその役割が増大するであろう」と述べ，継続高等教育の重要性
を再確認した。これから見ても,UC全体の責任者である総長自らが州民への継
続教育機関としての役割に特別な使命観を持っているといえる。こうした点から，
UCLAエクステンションは成人教育，生涯教育の発展段階の最終段階にあたる
「融合段階」にある組織として考えられる(9)O

２-２．組織の特徴
組織の特徴として以下の点が列挙できる。①専任ディーンが総合的な政策，組
織運営に責任をもち，戦略的な全体計画を立てる。②カリキュラム担当者とマー
ケティング担当者の分業，協力体制は顕著である。各プログラムはマーケティン
グ担当者の綿密な市場調査，人口動態調査に基づきカリキュラム専門担当者が，
カリキュラムを作成し，運営，評価に責任を持つ。③プログラム作成の原理とな
るのは社会と受講者のニーズと地域へのサービス。④専門学位をもつ担当者から
構成されている組織，すなわちカリキュラム担当者やマーケティング担当者は，
成人教育の博士号やMBAの資格職員で構成されており，カリフォルニア大学エ
クステンション組織は分業化した専門家集団から成り立つ総合的な組織であると
考えられる110)。

２-３．プログラムの類型
現在のプログラムは大きく３つの類型，①学位互換型，②職業関連のプロ
フェッショナル型，③ノンクレジット型に分類できる。ここでの学位互換型プロ
グラムは，最初から学位取得を目指して登録受講するような制度ではない。それ
は芸術，人文科学，社会科学などの分野でUCLAや他のUCの大学，あるいは
別の総合大学で学位を取得する際に正規の単位として加算されうる互換性のある
単位を授与するエクステンション授業を指す。
また，プロフェッショナル職業関連プログラムはおもに資格取得を目指す資格
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修了型と呼ばれる特定の職業プログラムやプロフェッショナル型と呼ばれる特別
な職業訓練コースおよび特定企業の従業員対象の再教育研修プログラムから成り
立っている。単位に関係のないノンクレジット関係のコースは，レジャーやス
ポーツ関連，その他の教養プログラムから構成されている。カリキュラムの内容
は以上の３つのプログラムにおいて大学卒業程度のレベルに設定され{!')，大学
卒業程度の学歴を持つ者であれば，特に選抜を受けることなく受講できる。各プ
ログラムは1994年度春学期時点で，年間4,500コースが開講され，年間受講者数
はll万人に上った。この３類型を1994年度のカタログをもとに，さらに分類した
のが下記の表である◎

表１プログラム類型別コース内容＊

*UCLAエクステンションカタログ1994年度版をもとに作成した。

分 野 年間実施講座数とプ
ログラムタイプ

プ ロ グ ラ ム 内 容

芸 術 部 門 年間1,500以上
主にプロフェッショ
ナル型，資格修了型

美術史，インテリアデザイン，環境デザ
イン，コンビ ユ 一夕・グラフィックス
造園，都市デザイン

ビ ジ ネ ス
経営

年間900以上，
35,000人以上
の参加者
プロフェッショナル
型，資格修了型

資格取得公認会計士コース，弁護士向き
研修コース，経営管理，修了証付き講
座，専門職認定講座，特定の企業や機関
向けの研修コース

教 育 関 連 プロフ エ ツ ショナル
型，資格修了型

学校区との提携
ラム，教科教育
，職業教育，バ
ウンセラーなど
ム

グ
育
カ
ラ

教育学大学院や州，群
で教員の能力開発プロ
法，特殊教育，成人教
イリンガル教育，学校
の特別資格認定プログ

工 学 情 報 プロフ エ ツ ショナル
型，資格修了型

工学
夕・
危険
の研

ー

け

コース
ンピュ
エ知能
機関向

科学技術者の継続教育向け
系統の短期集中コース，コ
サイエンス，管理工学，人
物取り扱い，特定の企業や
修コース

エンターテ
イメント

年間800以上
プロフェッショナル
型，資格修了型
ノンクレジット型

映画産業関係，シナリオライター養成コース，ダンス，舞台芸術，映画，舞台監
督養成コース，コマーシャル制作者養成
コ ー ス

健 康 科 学 プロフェッショナル
型，資格修了型

医師，歯科医師，看護婦，病院管理者その他の保健医療分野の専門職向けプロ
グラム 新しい医療技術の取得講座

人 文
社 会 科 学

学位単位互換型，
ノンクレジット型

文化，教養プログラム，ジャーナリズ
ム 心理学，哲学，学部学生用単位取得
プログラム ESL講座，外国語講座
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過去５年のカタログ内容を時系列で比較してみると内容の多様化傾向がはっき
りとうかがわれる。職業関連プロフェッショナル型プログラムの中でも資格修了
証型プログラムが増加充実しているのが特徴的である。一例として産業界から高
く評価されている資格修了証型プログラムの一例であるインテリア・デザイン
コースのカリキュラムを表２に示しておく。
インテリア・デザインコースは職業型プログラムのなかでも修了証プログラム
と呼ばれる２年間のコースである。このコースが主に対象としている受講生はデ

表2UCLAエクステンション修了証プログラム
インテリア・デザイン２年コース率

クォーター

*UCLAエクステンションカタログ1994年度版をもとに作成した。
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ザイン関連産業での経営幹部を目指す職業人とインテリア・デザイン事務所や建
築事務所の中堅幹部である。このコースはデザインなどの技術面にも対処でき，
また現場の判る経営幹部の養成を目的としており，極めて実践的なカリキュラム
が特徴で産業界から高い評価を受けている。
このような資格修了証型プログラムの増加傾向はアメリカのような資格社会
112）では，職業資格は転職時，職種変更の際に即戦力として考えられているた
め，授業内容の質において大学卒業程度が保証されていることを前提に，即戦力
となる職業人養成を目指すエクステンション。コースの修了資格がアメリカ社会
で評価を受けていることを裏付けている。
資格修了証型プログラムの増加とは反対に，学位互換型プログラムの中でも特
に教養を重視する人文社会科学分野のプログラムは減少傾向にある。これはプ
ルームヤハーシューが指摘する大学でのリベラル・アーツ科目の需要の低下と全
く同じ傾向を示している｛13'･
講師陣については,９０%以上が修士号以上の学位を持つ現職の職業人がパート
タイム講師として採用されている。残り1０%はCPA(公認会計士）など特別の
職業資格を持っている。実質的な授業内容を維持するために，継続教育スペシャ
リストが実業界，法曹界からパートタイム講師を募集する。教養，外国語プログ
ラムに限って，少数の大学教師，あるいは博士号取得直前の大学院生が授業を
持っている。

２-４．質の管理
年間4,500コースにも及ぶコースを質的に維持することは極めて大変であると

考えられる。しかし,UCLAエクステンションに代表される米国エクステン
ションの注目される特徴として，組織運営，プログラムの内容，講師の質にいた
るまでの質の管理制度がしっかりしていることがあげられる。全米にある各高等
継続教育部門は，質の基準に関する独自のガイドラインを設定しているが，その
参考となるのがNUCEA(NationalUniversityContinuingAssociation:全
米大学継続教育協会）が出版しているガイドラインである（表３参照)｡
プログラムに関連しては表３のように，プログラム編成の基準，講師の質，費

用の効率性受講生へのサービス等において質の管理制度がしっかりと細分化して
定められている。UCLAの質の管理基準もこのNUCEAの基準に基づいてい
る。UCLAエクステンションの担当者は質の管理のなかでも最も重点を置いて
いるのがプログラムに関する質の管理であると述べている。カリキュラムを始め
として講師の選択などプログラムに関する質の管理を行なうのは継続教育スペ
シャリストと呼ばれる専門家である。継続教育スペシャリストは基本的に大学院
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表３プログラム構築に関する質の管理の基準事

前提となる使命
継続教育に対する理念の確認
組織の使命の集中性
プログラムやサービスの集中性
社会への社会的責任と価値

(1)プログラム構築に関して
プログラム開発へのニーズの評価とプログラムのデザインが適切かど
うか
プログラムのデリバリー方法が適切かどうか（遠隔地教育をも含む）
プログラムの質とその質の管理が徹底化されているかどうか
プログラムの承認とアカデミック面での管理が行われているかどうか
プログラムの支援サービスが整備されているかどうか
（図書館，教室の整備，ビデオ器機の整備）
プログラムの評価が適切に行なわれているかどうか

(2)講師の質に関して
講師の質が適切に保たれているかどうか
講師の専門分野での卓説性が保証されているかどうか
講師の陣容（正規教授団，非常勤講師，補助講師）が適切かどうか

(3)プログラム・コストの効率性に関して
収入（受講料）の見直し
費用（直接，間接費）の見直し

(4)学生・受講生に関して
受講生数の把握が出来ているかどうか
修了率，消耗率の把握が出来ているかどうか
学習結果が適切かどうか
学習者の満足度はどうか
学習者への支援体制が整っているかどうか
プログラムへのアクセスが適切かどうか

Joe.F.Donaldson.(1993).ContinuingEducationReviews:Principles,PracticesandStrat
egies.Washington:NUCEA(NationalUniversityContinuingEducationAssociation).
＊質の基準のガイドラインにはプログラム関連以外にも組織の運営管理，財政管理，マーケ
ティング等の基準が明確にされているが，ここではプログラム関連の基単のみを抜粋し
た。
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の成人教育部門で博士号を取得した専門家である。プログラムのなかでも特に学
位認定プログラムに関してはその質は厳しく管理されている。例えば，継続教育
スペシャリストが編成した学位互換型プログラムのカリキュラムは大学本体のそ
のカリキュラムが所属する学科と中央教授会の審査を経てその承認を受けなけれ
ばならない。反対にノンクレジット型プログラムに関しては，上記のような審査
と承認を受ける必要はなく質の管理は比較的ゆるやかに保たれている。

２-５．受講生の属性
各プログラムに参加する受講生の属性を，学歴，年齢，性，人種，受講目的な
どの側面から見ることにする。1992年度ではエクステンション受講者の70%以上
は大学卒業資格を持ち，そのうち15%以上が修士号以上の学歴を持っていると報
告されている。全米で高学歴化が観察される中で，ロサンゼルスに限っては高学
歴層の減少傾向が顕著である。これは，ロサンゼルス近辺での治安の悪化，公教
育制度の不備にたいして不満を抱く高学歴白人層がロサンゼルス，特に西ロサン
ゼルス付近から郊外へと移動していることが背景にある｡1982年には修士号をも
つ受講生の割合が29％であったが，現在は15%程度にまで減少している’14)。し
かしながら,UCLAエクステンションが確保したいとしている受講生は，すく
なくとも大学卒業程度の学歴をもつ層であり，カリキュラムも前述のように大学
卒業レベルに統一するなど，高学歴者対象の継続教育機関としての方針ははっき
りと堅持している｛15)。
年齢に関しては,17-23歳代:８%,24-29歳代:２５%,30-35歳代:２４%,
36-40歳代:１２%,41-50歳代:１８%,51-60歳代:１１%,６０歳以上:２%と
なっており，受講生の平均年齢は30代前半である(161O
受講生全体の55～60%が女性である。全米での大学入学者，卒業者にしめる女

性の割合が増加しているのと同様に(17)，エクステンション受講者にしめる女性
の高学歴者の増加が顕著である。受講生の平均年収は，全米平均年収と同程度の
$35,000前後である。
人種構成は，８５％が白人であり，あとアジア系が６％，ヒスパニック系，黒人
が共に３％となっている｛18)。
受講生の受講目的は以下のようである。複数回答ではあるが，学位取得(１３
％)，職場での昇進（58％)，資格取得のため（18％）など，実質的な動機の受講
生が大半を占めている。教養のためと答えている受講生は45％である。この結果
は前述したプログラム構成の分析を裏付ける結果を示しているといえる（!，'。
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２-６．コミュニティ・カレッジ。エクステンションとその受講者層との比較
ここで,UCLAの継続高等教育部門の社会での機能と一般的に成人教育機関
として知られているコミュニティ．カレッジとの機能の比較を行なうことにした
い。コミュニティ・カレッジは基本的に18歳以上のアメリカ市民にオープンなシ
ステムである(20)o
ロサンゼルスにあるコミュニティ．カレッジの継続教育部門は，レギュラー・

プログラムと同様にセメスター制，あるいはクォーター制で実施される○UCL
Ａエクステンションが威信の高い継続高等教育機関として，中産階級の高学歴者
を対象としているのに対し，コミュニティ・カレッジ継続教育プログラムは周辺
の地域住民全てを対象としている。基本的に全てノンクレジット・コースから構
成されているコミュニティ・カレッジ継続教育プログラムは，受講生に対して何
の制約も課していない'2!!○周辺地域の児童，中学生を対象としたスポーツ，音
楽プログラム，また，周辺の住民を対象とした趣味，スポーツ，実用外国語講座
などを無条件で開放している。受講料も６回５０ドル前後に設定し(UCLAでは
６回120ドル前後に設定),60歳以上の住民には特別割引制度を実施している。
受講生の属性を見てみると,60歳以上の退職者，児童，主婦などが多く，趣味
レジャーを楽しむため，あるいは外国語の日常会話を学ぶために受講している人
が殆どである。継続教育，継続職業教育を目的とする受講生の割合は極めて低い。
前述の受講料，プログラム構成，受講者の属性から判断する限り，コミュニティ
・カレッジと総合大学のエクステンション部門にははっきりとした差異が観察さ
れ，競合機関とはなりえないと考えられる。

3．継続高等教育の社会的機能

バートン・クラークが継続教育機関を大学本体と比較した結果として，その
マージナル（周辺的）な役割を指摘して以来1221,マージナルな機能は，継続高
等教育の性格を示すことばとして広く使用されている。このマージナルな役割は，
大学本体に対して従属的な役割を果たす一方，大学本体が果たせない役割を補完
する意味を示している。UCLAエクステンションは，「融合段階」以上にまで
成長した私企業的な側面を持った独立採算制をとる組織であり，社会から広く認
定されている資格を授与する継続高等教育機関として社会で機能している。した
がって，従属的な位置づけというよりは大学本体に対しての補完的な機能を果た
す組織と考えるほうがより妥当であろう。
すなわち継続高等教育プログラムは大学本体がカリキュラム編成をしにくい分

野でプログラムを企画している。例えば，インテリア・デザイン，環境デザイン，
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ビジネス管理運営，バイリンガル教師育成コースなどは非常に実学的で研究とい
う使命を果たしにくい分野である一方，市場での需要が見込まれる分野である。
従って，継続高等教育機関については，次のように考えることができる。
(1)研究という使命にとらわれないが故に，消費者としての受講生の要求，ニー
ズに迅速に応えられ，こういった非常に実学的なプログラムを提供できる私企
業的役割を果たしている。

(2)教育面では，高学歴背景を持つ社会人への職業教育といった大学が本来果た
せないような機能を担っている。

(3)地域住民への無償セミナー，特別な住民団体，民族団体などを対象とした無
償セミナーなどの開催，リクリエーション関係講座の開催などにより，大学が
なかなか果たせない地域サービスという社会的責任も果たしている。そして継
続高等教育部門としばしば同一視されるコミュニティ．カレッジの継続教育部
門は，そのプログラム内容，学生の属性，授業料面での明らかな差異から判断
する限り，競合機関とはいえず，その社会的機能も同じではない。コミュニ
ティ・カレッジの継続教育部門は，全ての周辺住民を対象にした地域サービス
と生涯教育的機能を果たしている。
上記の点から現在の総合大学の継続高等教育部門は大学の役割を補完し，よ
り迅速に学生のニーズに応えるサービス機能を全面に担っていると判断できる
だろう。

おわりに

本稿ではアメリカの都市部における総合大学の代表例であるUCLAの継続教
育部門を事例として扱ったが，他のUCの大学，あるいは都市周辺の総合大学な
ども連邦政府の継続高等教育政策，職業資格に対する評価の社会での確立などか
ら判断して，規模の違いはあるにせよ，継続高等教育の方向性は同じであると推
測される。
総合大学の継続教育部門は，大学本体の苦手な部門のプログラム開設，地域
サービスなどを果たす補完的な部門であると同時に，高学歴職業人のニーズに迅
速に応えた職業人への再教育機能を果たしているとまとめられる。
しかし，受講生のニーズに迅速に応えられ，実質的なカリキュラムを編成でき

るということは，産業構造の変化や技術の進歩などの要因に大きな影響を受けや
すいともいいかえられよう。そうなると，新しい産業技術を反映した実質的なカ
リキュラムを常に提供しなければならない宿命を継続高等教育は負っている。そ
の場合，いかに質の管理を実質的で最先端のカリキュラムに対して行なっていく



１３４諸外国の生涯教育
かを今後注目していく必要があると思われる。
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